
機械集材装置鋼索安全係数計算の手順運 材 索 道
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参 考 例

様式第２０号

（８５条、８６条関係）

機械等設置届

年 月 日

事業者職氏名 ○印

労 働 基 準 監 督 署 長 殿

備考

１．表題の「建設物」及び「機械等」並びに「設置」、「移転」及び「変更」のうち、該当しない文

字をまっ消すること。

２．「事業の種類」の欄は、次の業種を除き、日本標準産業分類の中分類により記入すること。化

学調味料製造業、動植物油脂製造業、紡績業、染色整理業、紙加工品製造業、セロファン製造業、

新聞業、出版業、製本業、印刷物加工業、自動車整備業、機械修理業。

３．「計画の概要」の欄は、建設物又は機械等の設置、移転又は変更の概要を簡潔に記入すること。
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（８６条関係）

機 械 集 材 装 置 設 置 届 付 表

（備考）

１．強度計算書（鋼索安全係数計算書）を添付すること。

２．配置図を添付すること。

３．この付表は、原動機の定格出力７．５Kw（１０馬力）をこえるものについて作成すること。
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機械集材装置 鋼索安全係数計算書の説明

Ⅰ 基 本 事 項（索張り方式 エンドレスタイラー式）

支 間

鋼索（ワイヤロープ） ………附表１ページ参照
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（参 考）

イ 鋼 索

主索の安全係数を確保することと、主索の輪圧張力比を一定限度内に留める等、主索の耐久力を図るよう必要な大きさ、

種類を検討し、決定する。

輪圧張力比 r

主索最大張力の設計計算を行なうにあたって、ワイヤロープの大きさ、種類主索原索垂下比をあらかじめ定める必要が

あるが、これを定める場合、労働安全衛生規則の基準値を満たすことや、積荷が地表に接触しないよう考慮することは勿

論、索の耐久力を維持するよう配慮しなければならない。

これには一方法として、主索に加わる搬器走行車輪の圧力と索張力の比（輪圧張力比）を一定限度内にとどめることが

望ましい。

r ＝

p
j
T≦
１
３０～

１
５０

p：搬器（設計）荷重

j：搬器走行車輪数

T：索の最大張力

ロ 鋼索の保証破断力 B kg

ワイヤロープの切断荷重、及び、重畳の表 より求める。但し、切断荷重は、中古品の易合、その使用程度によ

り、１０％～２０％減じた数値を用い安全を図りたいものである。
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荷 重

積荷重量（木材１荷当りの重量） Po ㎏

樹種別の木材単位重量表よリ算出する。

附表１１ページ

空搬器重量 Pc ㎏

キャレジ、ガイドブック、ロージングブロック、ロ一ジングフック、バラ

スト（重錘、たいこ）、スリング、その他、以上の器材の重量をカタログ

等により調べ合計する。

また、「アベックキャリア」使用の場合はドラムに巻かれるワイヤロー

プの重量も含めること。
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（１１） 支点変位量 △１＝（ ）� …… 実測は困難である。

（１２） 支点変位率 △d＝△１／１�＝（１１）の支点変位量�の斜距離 上記のことから １
１０００＝０．００１を適用する。

Ⅱ 主索安全係数の計算
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補正係数の計算→（２１） 補正計算をしないときは ε＝１－（１６）
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Ⅲ 作業索安全係数の計算

イ 荷上索または引寄索

ロ エンドレス索

① 荷重けん引力 Tp
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② エンドレス索基礎張力 To′（エンドレスタイラー式以外は不要）

③ 最 大 張 力
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参 考

（２１） 補正係数の計算
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１ 基 本 事 項 運材索道の種類 多支間連送式

支 間

� 下部盤台と主支間上部支点間の高低差 h１́ …… １８６�
主支間とは、多支間の索張りの場合は、最長支間で鋼索安全係数を求めることに定められていることから、最長支間の４２０�について計算す

る。

� 主支間上部支点と上部盤台間の高低差 h２́ …… ０�
この事例では主支間より上部に支間がないので０�とする。なお、上部に支間のある場合はその高低差とする。
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鋼 索 …… 使用するワイヤロープ （附表１ページ参照）

構成種類 … 特殊ワイヤロープを使用する場合は、上記の上にワイヤロープ名を記入する。

（１３） 実搬器総数 io＝（ ３ ）個

｛
搬器間隔は２００～３５０�位が効率的である。
また、積荷する平均所要時間に合わせる。

（１４） 搬器間隔 １́ ＝
�
Σ１／io＝（ ２１６ ）�

６４８� … 全支間の斜距離
３個 … 実搬器数

（１５） 搬器間隔係数 q＝１́ ／１＝（０．４９６≒０．５０）

２１６ｍ … （１４）の搬器間隔
４３５ｍ … �の番号２、設計計算する主支間の斜距離
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（１６） 主索設計上の搬器荷重数 i（ ）個

（表１５ … 最大張力算定に用いる搬器荷重数 …附表１５ページ）

主支間の支間に最大張力が生ずるときの計算上の搬器数で、この事例では、（１５）の搬器

間隔係数 q＝０．５を表１５に照合すれば、０．４１～０．７２の範囲内にあることから、搬器荷重数

は２となる。

荷 重

（１８）の計算方法 多支間連送式の場合 W′＝
（１２）
Wo ×

（１５）
q �
�
�
とする。

単荷重の場合 W′＝（１２）Wo２

（２０） 支点変位量 △１ ＝ （ ）�
実際の測定は非常に困難であるので、（２１）の値を使う。
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（２１） 支点変位率 △d ＝
（２０）

△１／１� ＝ （ １
２０００） ＝ ０．０００５

…………測定困難なときはこの数値を用いる。

� 主索安全係数の計算
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補正係数の計算→（３０） 補正計算しないときは ε＝１→（２５）
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� えい索安全係数の計算（多荷重連送式）
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